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Loss Prevention Circular  

船首隔壁と非常に重要な弁 
 

こちらは、英文記事「The collision bulkhead and a very important valve」

（2015 年 4 月 15 日付）の和訳です。 

 

コンディションサーベイの実施時に、船体に組み込まれた安全

装置・構造に対してあまり注意が払われていないように感じる

ことがよくあります。本稿では、一度も使用されない可能があ

る反面、フォアピークタンクが破損した場合には極めて重要な

役割を担うことになる弁に注目します。 

 

船首隔壁に関する規則 
 
SOLAS（海上における人命の安全のための国際条約）では、船体が損傷し、その結果船内に浸水した場

合に一定の生存区画を確保するため、船舶に横置水密隔壁を設置するよう義務づけています。船首隔壁

は衝突隔壁とも呼ばれ、衝突によって船首プレートが破損し、船首区画に浸水した場合に、第二の防壁

となるものです。 
 
船首隔壁は、船主垂線から、船の長さの 100 分の 5（またはそれが 10 メートルを超える場合には 10 メ

ートル）後方までの箇所と、船の長さの 100 分の 5 に 3 メートルを加えた距離か船の長さの 100 分の 8
のいずれか大きい距離との間に設けなければなりません（2014 年改正 SOLAS 条約第 II-1 章 12.1 規則）。

同規則では、隔壁は船底から隔壁甲板まで達する水密壁とすることを定めています。船首隔壁には階段

部または屈折部を設けることはできますが、隔壁甲板より下方の隔壁には扉、マンホール、点検用窓、

通気用ダクト、その他の開口部を設けてはなりません。唯一の例外として、フォアピークタンクの注排

水用の管を一本に限り隔壁に貫通させることができます。 
 
この管には、隔壁甲板の上方から操作できるねじ込み型の弁を取り付けなければなりません。弁の操作

には一般的に延長スピンドルを使いますが、新しい船舶ではアクチュエータを使う場合もあります（本

稿ではアクチュエータで操作する弁は扱わず、機械式で手動操作する弁のみを対象としています）。弁

室は、フォアピークタンク内の船首隔壁に直接取り付ける必要があります。旗国の当局は、貨物を積載

する場所以外であらゆる状況下で弁に容易に接近できる場所であれば、隔壁後方に弁を取り付けること

を許可する場合があります。弁の材料は、鋼、青銅、その他の承認された延性材料でなければならず、

この場合通常の鋳鉄の使用は認められません。 
 
所見とアドバイス 
 
このような厳しい規則が定められている理由は、船首区画の船首プレートが破損しても隔壁より後方の

船内に海水が流入しないようにするためであり、弁はこの目的を果たすものです。やや古い船舶のコン

ディションサーベイでは、次のようなケースが見られました。 
 

• 乗組員が弁の存在やその目的を知らない。 
• 延長スピンドルが使用できなくなっていたり外れていたりする。フォアピークタンク内で腐食が

進んでいる場合もある。 
• 船首楼甲板が備品、ホーサー、ワイヤースリング、スペアパーツなどに隠れていて延長スピンド

ルの場所が見つからない。 
• 弁が開いているのか閉まっているのかが確認できない。 
• 延長スピンドルで弁の開閉をテストすると、開いた状態のまま動かなくなっていた。 

 

http://www.gard.no/ikbViewer/web/updates/content/20832444/the-collision-bulkhead-and-a-very-important-valve


本情報は一般的な情報提供のみを目的としています。発行時において提供する情報の正確性および品質の保証には細心の注意を払ってい

ますが、Gard は本情報に依拠することによって生じるいかなる種類の損失または損害に対して一切の責任を負いません。 

  

本情報は日本のメンバー、クライアントおよびその他の利害関係者に対するサービスの一環として、ガードジャパン株式会社により英文
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船舶が衝突し、フォアピークタンクに通じる管を弁で閉めなければならないような状況に遭遇すること

はめったにないかもしれませんが、いざという時のために、船に組み込まれた安全装置・構造はきちん

と保守点検し、乗組員はこれを熟知している必要があります。 
 
延長スピンドルが良好な状態にあること、弁ハンドルが正しく識別でき容易に接近できる状態にあるこ

とを確認し、弁の「固着」を避けるため定期的に操作をすることが重要です。 
 

 


